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３ 令和６年度の主要事業（３月補正予算を含む） 

続き ま し て 、 令和６ 年度に 行う 主要事業に つ い て 、 新規の事

業及び 拡充する 事業を 中心に ご 説明い た し ま す。  

な お 、 こ のた び の予算編成は、 令和６ 年度当初予算に 加え 、

国の補正予算を 活用し た 令和５ 年度３ 月補正予算を 一体的に 編

成し て お り ま すので 、 両方を 併せて 、 総合計画の体系に 沿っ て

ご 説明い た し ま す。  

 

(1) 未来へつなぐ人と暮らしづくり 

ま ず、 第一のテ ーマ は、「 未来へつ な ぐ 人と 暮ら し づ く り 」 で

す。  

 

①  結婚、出産、子育てを支えるまち 

こ のテ ーマ の一つ 目の柱、「 結婚、出産、子育て を 支え る ま ち 」

の推進に 向け て は、 ト カ イ ナ カ 三木新生活支援制度の創設、 移

住応援ポ ー タ ルサイ ト の開設、 児童発達支援セ ン タ ー 及び こ ど

も サポ ー ト セ ン タ ー の設置のほか、 子育て 支援充実のた めに い

た だ い た 寄附金を 活用し 、 児童セ ン タ ー 及び 吉川児童館に 低年

齢児も 楽し める 遊具等を 導入す る こ と で 、 低年齢児が安心し て

遊べる 環境を 整備し ま す。  
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②  豊かな学びで未来を拓くまち 

二つ 目の柱、「 豊かな 学びで 未来を 拓く ま ち 」 の推進に 向け て

は、 小中一貫教育の推進、 教職員研修の充実、 統合型校務支援

シ ス テ ムの導入、 ス ク ー ルサポ ー ト ス タ ッ フ の増員、 部活動の

地域移行のモ デルと し て のゴ ルフ 部の創設に 向け た 取組のほか、

市内の小・ 中・ 特別支援学校の学校給食費に つ い て 、 物価高騰

の中、 保護者の負担を 少し で も 軽減す る た め、 現行の額と 本年

４ 月に 改定する 額と の差額を 市が支援し ま す。  

 

③  安心して暮らせるまち 

三つ 目の柱、「 安心し て 暮ら せる ま ち 」 の推進に 向け て は、 高

校生世代の医療費の完全無償化、 健康チ ャ レ ン ジ プ ロ グ ラ ムの

実施、「 みっ き ぃ ☆シ ニ ア 健康サポ ート 事業」 の拡充のほか、 令

和５ 年度から 実施し て い る 防犯機能付き 電話機の購入費用への

助成に つ い て 、 対象年齢を ６ ５ 歳以上に 引き 下げる と と も に 、

助成額の上限を ８ ， ０ ０ ０ 円から １ 万円に 拡充し 、 電話に よ る

特殊詐欺の被害から 高齢者を 守り ま す。  

 

(2) 安全・安心なまちづくり 

第二のテ ーマ は、「 安全・ 安心な ま ち づ く り 」 で す。  
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①  暮らしに必要な環境を整えるまち 

 こ のテ ーマ の一つ 目の柱、「 暮ら し に 必要な 環境を 整え る ま ち 」

の推進に 向け て は、 省エ ネ 家電の買い 替え 促進のほか、 不特定

多数の方が利用し 、犯罪発生の恐れが高い 駅周辺やバス 停留所、

ま た 、 不法投棄等の発生場所や市境の幹線道路に 防犯カ メ ラ を

設置し 、 安全・ 安心な ま ち づ く り を 進めま す 。  

 

ク リ ー ン セ ン タ ー の設備を 更新、 改修し 、 施設の延命化を 図

る と と も に 、 汚泥の脱水率を 高め、 清掃セ ン タ ー で 助燃材と し

て 活用す る 「 汚泥再生処理セ ン タ ー 」 と し て リ ニ ュ ー ア ルし ま

す。  

 

②  持続可能なまち 

二つ 目の柱、「 持続可能な ま ち 」 の推進に 向け て は、 統合型・

公開型地理情報シ ス テ ムの導入、中央公民館等複合施設の整備、

公民館へのＷｉ -Ｆ ｉ 環境の整備を 進めま す 。  

 

③  防災のまち 

三つ 目の柱、「 防災のま ち 」 の推進に 向け て は、 吉川分署の移

転、 建替え のほか、 た め池の定期点検を 実施する と と も に 、 改

修が必要な た め池の改修工事、 使用し な く な っ た た め池の廃止
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工事を 行い ま す。 加え て 、 豪雨が想定さ れる 期間に た め池の水

位を 下げる こ と で 、 貯水能力を 高め、 下流域の河川の氾濫を 防

ぐ 取組に 対し て 費用を 助成し ま す。  

 

(3) いきいき輝く魅力づくり 

第三のテ ーマ は、「 い き い き 輝く 魅力づ く り 」 で す。  

 

①  地域資源で人を呼び込むまち 

こ のテ ーマ の一つ 目の柱、「 地域資源で 人を 呼び込むま ち 」 の

推進に 向け て は、チ ャ レ ン ジ する な ら 三木プ ロ ジ ェ ク ト の実施、

ゴ ルフ を 核に し た ま ち づ く り の推進のほか、 地図を 基に 時間内

に 指定さ れた チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 巡り 、得点を 競う ス ポ ーツ「 フ

ォ ト ロ ゲ イ ニ ン グ 」 を 開催し 、 市内に 設定し た チ ェ ッ ク ポ イ ン

ト で 撮影し た 写真を 参加者がＳ Ｎ Ｓ に 投稿す る こ と で 、 三木市

の魅力発信及び市内への誘客を 図り ま す。  

 

②  地域の魅力を伝えるまち 

二つ 目の柱、「 地域の魅力を 伝え る ま ち 」 の推進に 向け て は、

市制７ ０ 周年記念事業の実施、 ２ ０ ２ ５ 大阪・ 関西万博に 向け

た 取組を 進めま す。  
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③  地域の魅力を高めるまち 

三つ 目の柱、「 地域の魅力を 高める ま ち 」 の推進に 向け て は、

青山７ 丁目団地再耕プ ロ ジ ェ ク ト 、 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ

の整備、 山田錦の郷の整備の推進のほか、 物価高騰が続く 中、

市内の店舗で 利用で き る プ レ ミ ア ム付き 商品券を 発行す る 事業

に 対し て 助成す る こ と で 、 物価高騰の影響を 受け て い る 市民及

び事業者を 支援し 、消費喚起と 市内経済の活性化に つ な げま す。 

 

（４） 各会計の当初予算並びに３月補正予算の概要 

以上、 こ れら 主要事業に よ り 、 令和６ 年度の一般会計に つ い

て は、 総額３ ９ ０ 億５ 千万円、 昨年度と 比較し て ３ ５ 億３ 千万

円、 率に し て ９ ． ９ ％の増額と な り 、 過去最大規模の予算編成

と な り ま し た 。  

青山７ 丁目に お け る 交流拠点施設の整備や吉川分署の移転建

替え な ど の大型事業に 加え 、 国の定額減税の恩恵を 十分に 受け

ら れな い 方に 対す る 補足給付金の支給や会計年度任用職員への

勤勉手当の支給開始な ど に よ り 予算規模は大き く 増額と な り ま

す。  

一般会計を 含む特別会計、 企業会計の歳出予算の合計に つ き

ま し て は、 総額６ ４ ５ 億５ 千７ １ ０ 万７ 千円で 、 前年度と 比較

し て ４ ． ８ ％、 金額に し て ２ ９ 億７ 千１ ９ ８ 万３ 千円の増額と
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な っ た 次第で す。  

 

一般会計の歳入の主な も のと し ま し て は、 ま ず、 市税は、 対

前年度比で ２ ．２ ％、２ 億５ 千５ ０ ４ 万５ 千円の減収を 見込み、

１ １ ０ 億９ 千９ ４ １ 万４ 千円と し て い ま す。  

市税の内訳と し ま し て 、 市民税で は、 個人市民税が定額減税

に よ る 減収を 見込むた め６ ． ９ ％、 ２ 億４ 千５ ０ ０ 万円の減収

で ３ ３ 億１ ０ ０ 万円、 ま た 、 固定資産税に つ い て は２ 千４ ８ ４

万５ 千円の減収で ５ ５ 億４ 千１ ３ １ 万４ 千円を 見込ん で い ま す 。 

な お 、 定額減税に よ る 個人市民税の減収分に つ い て は、 全額

が地方特例交付金で 補填さ れる 見込みと な っ て い ま す。  

地方交付税に つ い て は、地方財政計画がプ ラ ス １ . ７ ％の伸び

と な っ て お り 、 普通交付税は、 前年度から ６ 億３ 千９ １ ０ 万円

増の５ ７ 億９ 千４ ０ ０ 万円を 見込みま す。  

一方、 地方交付税総額の不足分を 補う 臨時財政対策債は、 国

に お い て 地方交付税の財源不足が縮小す る 見込みで あ る こ と か

ら 、 対前年度比６ １ ． ４ ％、 １ 億４ 千１ １ ０ 万円減の８ 千８ ８

０ 万円の発行を 予定し て い ま す。  

全体の収支不足に つ き ま し て は、 １ ９ 億５ 千６ ９ ９ 万４ 千円

を 基金から 取り 崩し 、 収支の均衡を 図っ て い ま す。  
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特別会計に つ き ま し て は、  

国民健康保険特別会計   ８ ２ 億９ 千９ ０ ０ 万円 

介護保険特別会計      ７ ８ 億４ 千７ ０ ０ 万円 

後期高齢者医療事業特別会計  １ ７ 億２ 千３ ０ ０ 万円 

学校給食事業特別会計    ３ 億      円 

合計     １ ８ １ 億６ 千９ ０ ０ 万円 

 

企業会計で は、  

水道事業会計    ２ ４ 億２ 千１ ８ ８ 万５ 千円 

下水道事業会計    ４ ９ 億１ 千６ ２ ２ 万２ 千円 

合計      ７ ３ 億３ 千８ １ ０ 万７ 千円 

と な っ て い ま す。  

 

ま た 、 令 和 ５ 年 度 ３ 月 補 正 予 算 に つ き ま し て 、 一 般 会 計 は  

４ 億１ 千３ ５ ８ 万円を 減額し て い ま す。  

内訳と し て 主な も のは、 国の補正予算を 活用し た 学校施設の

改修や高規格救急自動車の更新な ど に ２ 億３ 千９ １ ９ 万１ 千円

を 増額し て い ま す。  

こ のほか、 県の１ ２ 月補正予算を 活用し た 防犯機能付き 電話

機等の購入に 対す る 補助や、 民間認定こ ど も 園等に 対す る 物価

高騰への緊急支援金、 再算定に よ り 追加で 交付さ れた 普通交付
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税１ 億９ 千２ ０ 万８ 千円のう ち 臨時財政対策債償還基金費９ 千

８ ７ ９ 万１ 千円の減債基金への積立な ど を 増額し て い ま す 。  

一方、 令和５ 年度中の各事業の予算の執行見込みに 合わせ、

不用額１ ０ 億８ 千２ ３ ８ 万４ 千円を 減額し て い ま す。  

 

特別会計及び企業会計に つ き ま し て は、  

国民健康保険特別会計      ８ ４ ５ 万６ 千円を 増額 

介護保険特別会計      ６ 千５ ８ ８ 万７ 千円を 増額 

後期高齢者医療事業特別会計   ４ ７ ３ 万６ 千円を 増額 

下水道事業会計        ３ 千２ ８ ７ 万６ 千円を 減額 

し よ う と する も ので す。  

 

４ 予算以外の議案等の提案理由 

 続き ま し て 、 令和６ 年度各会計の当初予算並びに 令和５ 年度

補正予算以外の議案に つ い て 、 提案理由を ご 説明い た し ま す。  

 

ま ず、 専決処分に つ い て 、 ご 報告い た し ま す。  

報告第１ 号「 令和５ 年度三木市一般会計補正予算（ 第７ 号）

」 に つ き ま し て は、 物価高の影響が特に 大き い 低所得者の生活

を 支援する た め、 国の重点支援地方交付金を 活用し 、 住民税均

等割のみ課税世帯に 給付金を １ 世帯当た り １ ０ 万円支給す る こ
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